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第１６章 山形県Ａ中学校 
―地域と一体となった教育活動と学校運営― 

  
創造性にあふれ、また学校改善への積極性をもつ校長の高い力量とリーダーシップの発揮

により、学校内外の組織を変革している。研究指定（起業家教育、福祉教育、命の学習）

や特色ある「総合的な学習の時間」の運用、ボランティア・祭り等の地域行事への生徒・

教職員の参加など、地域連携を積極的におこなうことで学校教育活動を活性化している。

また、これらを可能にする学校評価システムや教育課程検討クリエーティブ・ミーティン

グなど、教職員の主体性を促す特色ある学校運営を展開している。 
 
１．調査の方法 
（１）調査時期 
調査訪問日：11 月 1 日（月曜日）13:30～ 校長へのインタビュー 
11 月 5 日（金曜日）13:30～ 校長へのインタビュー 
 校長インタビューをそれぞれ３時間ほどおこなった。インタビューでは、特に、校長の

リーダーシップ、保護者・地域との連携、学校内部組織の活性化、学校文化（教師文化）

の改善、校内研修、学校評価、外部組織との連携等について話を聞いた。Ａ中学校長は、

社会教育主事の経験もあり、またＡ中学校赴任前は、小学校校長を務めた。Ａ中学校には、

平成 14 年に赴任した。なお、インタビュー日時に先立って、後述する起業家教育の生徒
による出店の見学をした（10 月中旬、銀行前）。 
 
（２）収集資料 
学校運営要項、学校要覧、研究集録、学校経営報告、その他、会議資料等。 
資料は、Ａ中学校長が赴任した平成 14 年度から平成 16 年度までのものを中心とし、これ
を参照しながらインタビューを進めた。 
 
２．学校の概要 
（１）沿革 
昭和 47 年に開校。当時、三学区（三つの中学校）を統合するかたちで学区を定め、学校
が設置された。現在の状況でいえば、学校は市街地からやや離れ、周辺を農地に囲まれた

地域に立地する。特に近年において、学区の生徒数の減少が見られる。地域の生徒数の減

少という状況にあって、校長は、地域として児童・生徒を育てていく意味でも地域の力を

活用するべきだと考えた。在籍生徒数の推移は以下の通りである。 
在籍生徒数の推移 
西暦（年度） 1972 1980 1990 2000 2001 2002 2003 2004 
在籍生徒数（人） 483 276 263 264 237 230 210 197 
          
学級数・生徒数 
 

学年 1 2 3 
特 別 支

援 
総計 
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学級数 2 2 2 1 7 2004（平成 16）年度 

生 徒 数

計 
72 63 60 1 196 

（２）教育目標 
 学校教育目標は、生徒の目標として「失敗から賢く学ぶ A 中生」（知）、「自ら輝き命を
敬う A 中生」（徳）、「健康で自分に克つ A 中生」（体）、教師の目標として「自ら磨き地域
に開く A 中教師」である。A 中学校は、現在の校長を中心として、学校改善を行うなかで、
この学校教育目標を見直し、検討を重ねてきた。 
 
（３）学校の内部組織 
運営組織は、オーソドックスな組織体制の中に、Ａ中の地域連携の機能を担う組織として、

スクールアドバイザー会議、サポート委員会、学社融合委員会などの会議体が見受けられ

るのが特徴的である。 

 
（平成 16 年度 Ａ中学校 学校運営要項より） 
 
（４）保護者・地域との連携の関係 
Ａ中学校の大きな特色として保護者・地域との関係が挙げられる。これについては特筆す

べき調査結果としても後述するが、おおよそ以下のような活動があり、教師も積極的に参

加している。 
○特色ある活動としての連携 
地区文化祭への参加（起業家教育販売活動）、幼稚園・養護施設との交流、地区の祭りな

どの行事への参加（踊り、邦楽、詩吟）、菊づくり（地域の指導者に学ぶ） 
○情報の発信 
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学校要覧等の情報の全戸配布 
○保護者・地域連携を促進する学校運営 
Ａ中サポート委員会、Ａ中運営委員会、Ａ中アドバイザー会議、学校評議員制度の活用 
 
３．特記すべき調査結果 
（１）校長の高い学校経営の資質・力量 
 １）ビジョン 
第一に、校長が、明確なビジョンと教育観に支えられた学校経営の方針をしっかりともっ

ていることが特筆できる。 

 

（校長自身による資料より、抜粋） 
 
２）変革への積極性 
Ａ中学校長は、しきたりや慣習を打破し、良いものは残しながらも変革していこうとする

積極性をもち、具体的には、行事関係を積極的に改変する力が大きい。特にイベントや行

事等に関して、変革するリーダーシップに長けている。そういった姿勢は、社会教育主事
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時代の経験も大きいと校長自身、指摘する。また、前任校（小学校校長）で成し遂げた実

績（PTA 総会の出席率向上、卒業式等の式典の変革）に裏打ちされている側面もある。Ａ
中学校には、平成 14 年度から赴任しているが、その赴任した年度の７月開催の創立記念
式において、すでに校長の変革へのビジョンが具現化されている。 
創立記念式の変革 
・従来の格式ばった式典から生徒主体の地域の方々を招待する式典へ。 
・司会進行は、生徒会執行部がマイクにより進行。 
・催しの踊りの練習には、地域の指導者が来校 
・教職員も合唱を独自に練習し、生徒の合唱練習に合流 
・来賓への案内状は、生徒の文章で趣向 
（平成 14 年度研究収録より） 
 
また、校長のアイデアやリーダーシップが発揮された取り組みとして諸点を上げると以下

のようなものがある。合唱や祭りへの参加は、生徒の表現力を高める意味でも非常に重要

であるととらえられている。 
・ＰＴＡ総会の保護者出席 100％目指す 
・学校要覧等の情報の全戸配布 
・ボランティア・祭り等の地域行事への生徒・教職員の積極的参加 
・学校をあげた合唱祭の開催（学年、学級別によるコンクール形式とともに、地域の団体

やプロの特別出演なども交えて開催。場所も校外の公共施設ホールを利用） 
・小中連携活動（小中間校内授業研究会、児童・生徒間体験交流） 
 
３）点検・評価 
校長は平成 14 年４月にＡ中学校に赴任以来、教職員とともに毎年度、教育目標をしっか
りと見直してきた。（資料：平成 15 年度「Ａ中の教育」構想図及び平成 16 年度学校教育
目標の具現化構想）これによって、年度末に果たしてどれだけ教育目標が達成できたのか、

そして実際にどんな活動を行い、何を結果として残すことができたのかを明確にすること

ができる、というようにつながっていくと指摘する。 
また、校長だけでなく、教頭もリーダーシップを発揮して学校評価システムを導入してき

た。Ａ中学校は、もちろん評価票による評価も行っているが、本報告で見るように、特に

外部との連携や校内における会議や話し合いの活性化など、コミュニケーションを高める

活動を軸とした自己点検・評価の体制をとっていることが特筆できる。（山形県の小中学校

では、各学校が、地域との関わりを大切にし、自らの課題に応じた学校評価システムの構

築について平成 14 年から３カ年研究を進めてきた。本報告者も関わった。） 
 
４）アイデアと細かな気遣い 
Ａ中学校では、アイデアを企画したり、発想する力が重要であるが、校長自身がその先頭

に立っているといえる。しかし、それは、単に発想や企画だけをしているというものでは

ない。教職員への細かな気遣いや配慮があるからこそである。例えば、職員のレクレーシ

ョンも、単に忘年会をやるようなものではなく、各職員がグループに分かれてテーマと場
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所を選んで企画する「職員研修忘年旅行」である。また学校事務職員にも積極的に教育活

動に参加してもらうことで事務職員の立場から教育活動をよく理解してもらい、そのこと

が事務処理や会計にも役立つ、というねらいなどである。エピソードは数多い。 



第１６章 山形県Ａ中学校 

 213 

 
 



第１６章 山形県Ａ中学校 

 214 

 

 



第１６章 山形県Ａ中学校 

 215 

（２）地域連携の組織 
 Ａ中学校は、学校教育活動や行事を「開かれた学校」として展開しているだけでなく、

外部からのアドバイスに積極的に耳を傾け、また評価を受けることで学校経営に対する外

部からのチェック機能もしっかりと保持している。大きくは以下の３つである。スクール

アドバイザー会議（学校経営の専門的な部分を中心に）、学校評議員（それぞれの地域の代

表からの意見を中心に）、サポート委員会（様々な行事を支えてくれる人々、そしてなるべ

く多くの地域の声を学校教育活動に反映させることを中心に）である。（以下、会議メンバ

ーについては資料より報告者が構成） 
 
スクールアドバイザー会議 

・眼科医院長（他の学区で校医を勤め、また絵本の読み

聞かせなどの活動もしている） 
・元中学校校長 
・元小学校校長 
・地域代表 
・Ａ中学校 校長、教頭 

 
学校評議員 

・地区振興会長 
・地区主任児童委員 
・教育後援会副会長 
・元体育振興会長 
・元母親委員会代表 
・地区老人クラブ代表 

 
「特色ある学校づくり」のためのＡ中サポート委員会組織 

・振興会長 地域住民３名 
・教育後援会 地域住民３名 
・体育振興会 ４名 
・公民館長 ３名 
・社会福祉協議会代表 
・民生委員代表 
・老人クラブ代表 
・主任児童委員代表 
・子供育成会代表 
・女性代表  
・ＰＴＡ ３名（会長、副会長） 
・母親委員会代表 
・Ａ中学校 校長、事務局３名（教頭、教務等） 
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（３）特色ある「総合的な学習の時間」の運用 
地域の指導者から教えを受けての「菊づくりを通じた地域との共同」や「起業家教育研究

指定」さらには「福祉教育研究指定」など、地域連携を軸とした特色のある教育活動が「総

合的な学習の時間」の運用により展開されている。 
例えば、起業家教育研究は、県の産業経済部予算による研究指定事業である。地域の銀行

からの協力を得て、職員を派遣してもらい、講演や指導を受ける。 
 

 
 起業家教育の流れ 
 
・総合学習の一環として一年生から三年生の希望者計 100 人強が参加 
・会社づくり、商品選び、資金、融資希望額など計画を立てる。（一学期終わり

ごろから） 
・生徒は、例えば５人とか 10 人くらいで会社（社長と社員）をつくる。 
・「こんにゃく料理」「お菓子」など、商品を売る。 
・事業計画書を作成する。銀行から指導を受けながら、会社で検討する。 
・自分の会社をプレゼンテーション（商品説明・販売や宣伝方法・利益見込）

で売り込む。 
・銀行に事業の成否を見てもらい、融資してもらえる金額を査定してもらう。 
 （融資審査実習、10 月） 
・資本金や融資金として貸与を受ける。 
・地区文化祭や銀行前での「起業家祭り」で出店し、利益を得る。（11 月） 
・社員へのボーナスなど、配当を計算する。 
 
（資料から抜粋して構成） 

 
起業家教育や福祉教育の研究指定は、教委関係のものではないことが特筆できる。校長が

自ら積極的に動き、指定を受けたものである。例えば、福祉関係の研究指定を受ける場合、

こういった領域について知っていたり、情報を得ることができたりしなくてはならないが、

社会教育主事の経験もここでは生きている。 
これらの研究指定を得ることは、地域連携や学社融合の視点をもち、このことが生徒にも

教職員にもプラスとなるという校長の明確なビジョンと教育観を反映している。校長のビ

ジョンのところでも指摘したところである。 
また、学校の限られた予算では、活動も限られる。こういった研究を積極的に受けること

で予算も得ることができる。そして、資料（平成 15 年度「Ａ中の教育」構想図、平成 16
年度学校教育目標の具現化構想、Ａ中の「総合的な学習の時間」の運営について）でも明

らかなように、３つの研究がうまく関連づけられたデザインをもっていることも教育課程

経営の観点から見て、評価が高いと思われる。 
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（４）教育課程検討クリエーティブ・ミーティング 
１）オフサイトミーティングのはたらき 
これまで述べてきたように、Ａ中学校では、校長の高い学校経営の資質力量を基盤とした

リーダーシップの発揮から、保護者・地域との連携を基軸として「特色ある「総合的な学

習の時間」の運用などの教育活動を展開してきている。そして、そこでは、これらの活動
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を計画し、実施し、また改善や工夫を重ね、次年度に活かしていく、すなわちＡ中学校で

いえば、「ＰＤＣＡ on Ｓhow マネジメントサイクルによる学校教育活性化システム」

が機能している。 
だが、これらの活動は、教職員の自発性や積極性がなくては機能しない。そのためには、

教職員が自由闊達に意見を述べ合い、様々な活動に対する自分のスタンスやコミットメン

トをはっきりと意識し、自ら関わっていくことができることが重要である。すなわち教職

員の立場から、教育課程経営及び学校経営の側面に関わることができ、そして広く学校の

教育活動や行事活動について話し合い、自らの意見を出すことができる機会が必要になる。 
Ａ中学校では、そのような教職員によるディスカッションやブレインストーミングをねら

いとした「教育課程検討クリエーティブ・ミーティング」と題するオフサイト・ミーティ

ングをおこなっている。オフサイト・ミーティングでは、自由に意見を出し合い、とにか

くアイデアや発想を重視するルールを確認する。意見やアイデアのちょっとしたことまで、

どんどん記録する。やり方も、ＫＪ法に近い方法で、カードや付箋を用いることもある。 
また、場所は、学校以外の場所を使って、すなわちオフサイトにすることで気分や気持ち、

雰囲気を変えることが重要である。Ａ中学校では、平成 16 年度は、７月、12 月（ともに
終業式後）に１回ずつ、年度としては、２回行っている。 
 
２）通常の学校運営との関連 
日常の学校運営における会議、例えば職員会議では、すべての教員が十分な発言ができる

時間があるわけではないし、意見交換や議論の時間も限られる。したがって、そのように

時間がないために、そこではちょっとした思いつきやアイデアのようなものは排除されて

しまうし、各人が控える傾向にある。また、教職員間の力関係が発言を制御するような場

合もあろう。 
これに対して、Ａ中学校で行っている「教育課程検討クリエーティブ・ミーティング」は、

学期末におこなっているのでこれを振り返るなかで意見やアイデアを出すことができる。

しかし、いわゆる通常の学期末「職員反省会」とは異なるかたちである。とにかく、教育

課程検討クリエーティブ・ミーティングでは意見をどんどん出してしまう。脱線や、奇抜

な意見も含まれる。ここでいろんな意見やアイデアを出しておき、ひるがえって日常の学

校運営の場を、効率的な議論を展開する場とする。そのようなルールを、あらかじめ確認

しておく。（資料参照）会議場所についても、学校外の施設（公民館、ホテルの会議室等）

を使用することで雰囲気を変える、すなわちオフサイト・ミーティングとしておこなって

いる。 
このように、一人ひとりの教職員が、オフサイトにおいて、いろいろな意見を出した上で、

日常の学校運営につなげていく。このような取り組みによって、通常の学校運営における

会議において、教職員が、より主体的に会議に参加できるようにするというねらいである。 
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（加藤崇英） 
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